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地
殻
変
動
の
中
心
を
流
れ
る
川

　

日
本
列
島
が
地
球
上
の
ど
の
よ
う
な

位
置
に
あ
る
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

日
本
列
島
の
周
り
は
複
数
の
プ
レ
ー
ト

が
近
づ
き
合
っ
て
い
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

プ
レ
ー
ト
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、
北
米

プ
レ
ー
ト
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

の
４
枚
も
の
プ
レ
ー
ト
が
ひ
し
め
き
合

っ
て
い
る
場
所
な
の
で
す
。

　

こ
の
プ
レ
ー
ト
の
せ
め
ぎ
あ
い
の
中

心
に
あ
る
の
が
伊
豆
半
島
周
辺
の
地
域

で
、
富
士
山
―
箱
根
山
―
天
城
山
（
伊

豆
半
島
）
―
伊
豆
諸
島
と
火
山
が
連
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
隙
間
を
流
れ
て
い
る

川
が
狩か

野の

川が
わ

で
す
。
今
回
は
せ
め
ぎ
あ

う
プ
レ
ー
ト
の
上
に
身
を
置
い
て
狩
野

川
流
域
の
成
り
立
ち
を
感
じ
、
人
々
の

暮
ら
し
と
文
化
に
つ
い
て
探
り
ま
し
た
。

半
島
の
付
け
根
に
向
か
っ
て

流
れ
る
理
由

　

狩
野
川
は
伊
豆
半
島
の
中
心
付
近
に

端
を
発
し
、
半
島
の
付
け
根
方
向
に
北

上
し
て
流
れ
、
下
流
部
で
大
き
く
向
き

を
変
え
て
駿
河
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

　

狩
野
川
の
こ
の
珍
し
い
流
れ
方
は
、

日
本
列
島
の
地
殻
変
動
を
考
え
る
こ
と

で
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伊
豆

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局

の
鈴
木
雄
介
さ
ん
に
伊
豆
半
島
と
狩
野

蛇行する狩野川と富士山を望む
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躍
動
す
る
プ
レ
ー
ト
に

文
化
を
刻
む
狩
野
川

川
系
男
子 

坂
本
貴
啓
さ
ん
の
案
内
で
、編
集
部
の
面
々
が
全
国

の
一
級
河
川「
1 

0 

9
水
系
」を
巡
り
、川
と
人
と
の
か
か
わ
り

を
探
り
な
が
ら
、
川
の
個
性
を
再
発
見
し
て
い
く
連
載
で
す
。

1 0 9水系
1964年（昭和39）に制定された新河川法では、分水界や大河
川の本流と支流で行政管轄を分けるのではなく、中小河川までまと
めて治水と利水を統合した水系として一貫管理する方針が打ち出
された。その内、「国土保全上又は国民経済上特に重要な水系で
政令で指定したもの」（河川法第4条第1項）を一級水系と定め、
全国で109の水系が指定されている。
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川
の
成
り
立
ち
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
約
２
０
０
０
万
年
前
、
現
在
の
硫
黄

島
く
ら
い
の
緯
度
に
あ
っ
た
火
山
島
が

噴
火
を
繰
り
返
し
な
が
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン

海
プ
レ
ー
ト
と
と
も
に
北
に
移
動
し
、

約
１
０
０
万
年
前
に
本
州
に
衝
突
し
た

結
果
、
伊
豆
半
島
が
で
き
ま
し
た
。
本

州
に
衝
突
・
隆
起
し
て
で
き
た
半
島
の

な
か
に
も
い
く
つ
も
の
火
山
が
で
き
ま

し
た
。
天
城
山
も
そ
の
一
つ
で
こ
の
山

に
降
っ
た
雨
が
低
い
方
に
流
れ
下
っ
て

い
き
、
現
在
の
狩
野
川
の
流
路
に
な
り

ま
し
た
」
と
鈴
木
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

狩
野
川
の
流
れ
を
上
流
か
ら
下
流
ま
で

見
て
み
る
と
、
山
が
規
定
し
て
い
る
の

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

水
源
地
で
も
あ
る
天
城
山
か
ら
狩
野

川
は
流
れ
は
じ
め
、
複
数
の
火
山
に
東

西
を
挟
ま
れ
て
伊
豆
半
島
の
付
け
根
に

向
か
っ
て
北
上
す
る
と
、
箱
根
と
富
士

山
の
間
を
流
れ
る
黄き

瀬せ

川が
わ

が
正
面
か
ら

合
流
し
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
狩

野
川
は
急
に
西
向
き
に
流
れ
を
変
え
、

駿
河
湾
に
注
ぎ
ま
す
。

　

地
球
の
大
き
な
活
動
を
考
え
る
こ
と

で
狩
野
川
の
今
の
流
れ
の
理
由
が
見
え

て
く
る
の
は
お
も
し
ろ
い
で
す
。

た
く
さ
ん
の
文
豪
を

引
き
寄
せ
た
川

　

狩
野
川
流
域
が
大
部
分
を
占
め
る
伊

豆
半
島
で
す
が
、
地
殻
変
動
が
激
し
い

 狩野川
 水系番号  ： 45
 都道府県  ： 静岡県
 源流  ： 天城山（1406 ｍ） 
 河口  ： 駿河湾  
 本川流路延長  ： 46 km 97位／109
 支川数  ： 76河川 50位／109
 流域面積  ： 852 km2 75位／109
 流域耕地面積率  ： 11.7 ％ 42位／109
 流域年平均降水量  ： 2558.6 mm 23位／109
 基本高水流量  ： 4000 m3/ s 73位／109
 河口の基本高水流量  ： 1万584 m3/ s 32位／109
 流域内人口  ： 47万8401人 32位／109
 流域人口密度 ： 562人 / km2 21位／109
（基本高水流量観測地点：大仁〈河口から26km地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積×比流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川図の裏面）
流域内人口は、 国土交通省「一級水系における流域等の面積、総人口、一般資産額
等について（流域）」を参照

【狩野川流域の地図】国土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年）、流域界デ
ータ（昭和52 年）、海岸線データ（平成18年）、鉄道データ（平成30年）、高速道
路データ（平成30年）」より編集部で作図

伊豆半島の地形
フィリピン海プレートの北上とともに本州に衝突してできたとされる
伊豆半島は地学的に重要な場所で、今も本州に押しつけられて
いる。約20万年前まで噴火を繰り返していた天城火山や達磨
火山、多賀火山などが分水嶺となって狩野川は北に流れている

伊豆の文学
井上靖や川端康成など伊豆にゆかりのある作家はおよそ120人。首都
圏に近く、山、川、海へのアクセスもよく、天気がよければ富士山も望め
るため創作には格好の場所。道の駅「天城越え」には井上靖が子ども
時代を過ごした家が移築されている

狩野川の流路を定めた複成火山と富士山

 浄蓮の滝

 旧天城トンネル

 井上靖文学碑

 川端康成文学碑

伊豆の踊り子像

伊豆半島ジオパーク推
進協議会事務局の鈴
木雄介さん

道の駅「天城越え」昭
和の森会館の渡辺文
和さん

坂本 貴啓 
さかもと たかあき

国立研究開発法人 
土木研究所 
水環境研究グループ
自然共生研究センター 
専門研究員
1987年福岡県生まれの川系
男子。北九州で育ち、高校生
になってから下校途中の遠賀
川へ寄り道をするようになり、
川に興味をもちはじめ、川に
青春を捧げる。全国の河川市
民団体に関する研究や川を活
かしたまちづくりの調査研究
活動を行なっている。筑波大
学大学院システム情報工学研
究科修了。白川直樹研究室
『川と人』ゼミ出身。博士（工
学）。2017年4月から現職。



昭和の森会館
（道の駅「天城越え」）

浄蓮の滝
筏場のわさび田

旧天城トンネル

深
良
用
水

裾野市役所

川端康成文学碑
井上靖文学碑

伊豆半島ジオパーク
ミュージアム「ジオリア」

狩野川記念公園

沼津河川
国道事務所

ＮＰＯ法人
グラウンドワーク三島

三
島

修善寺

熱
海

湯
河
原

小田原

▲天城山

▲
富士山

狩
野
川

狩野川放水路

深良川

源兵衛川

柿田川

黄
瀬
川

大
場
川

来
光
川

深
沢
川

大
見
川

柿沢川

芦ノ湖

修善寺川

▲箱根山

伊東

昭和の森会館
（道の駅「天城越え」）

浄蓮の滝
筏場のわさび田

旧天城トンネル

深
良
用
水

裾野市役所

川端康成文学碑
井上靖文学碑

伊豆半島ジオパーク
ミュージアム「ジオリア」

狩野川記念公園

沼津河川
国道事務所

ＮＰＯ法人
グラウンドワーク三島

三
島

修善寺 伊東

熱
海

湯
河
原

小田原

▲天城山

▲
富士山

▲箱根山

狩
野
川

狩野川放水路

深良川

源兵衛川

柿田川

黄
瀬
川

大
場
川

来
光
川

深
沢
川

大
見
川

柿沢川

芦ノ湖

修善寺川

駿河湾

相模湾

駿
河
ト
ラ
フ

相
模
ト
ラ
フ

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

躍動するプレートに文化を刻む　狩野川43

こ
と
に
関
連
し
て
温
泉
郷
も
発
達
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
温
泉
郷
か
ら
下
田
の

海
ま
で
延
び
る
峠
道
は
天
城
路
と
言
わ

れ
、
狩
野
川
に
沿
っ
て
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
風
情
の
あ
る
天
城
路
は
多
く
の
文

人
が
歩
き
ま
し
た
。『
伊
豆
の
踊
子
』
を

著
し
た
川
端
康
成
、『
し
ろ
ば
ん
ば
』
の

井
上
靖
、『
旅
』
の
島
崎
藤
村
な
ど
が
こ

の
場
所
を
舞
台
に
執
筆
に
励
ん
だ
そ
う

で
す
。

　

こ
の
天
城
路
は
当
時
ど
ん
な
場
所
だ

っ
た
の
か
、
道
の
駅
「
天
城
越
え
」
昭

和
の
森
会
館
の
渡
辺
文
和
さ
ん
に
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。

「
こ
の
伊
豆
の
地
域
は
多
く
の
文
学
作

品
が
誕
生
し
た
場
所
で
す
。
数
多
く
の

文
人
墨
客
が
東
京
近
郊
か
ら
や
っ
て
き

て
、
温
泉
宿
に
泊
ま
り
な
が
ら
執
筆
活

動
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
の
私
た

ち
が
歩
い
て
も
結
構
気
持
ち
の
い
い
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
」

　

文
化
人
が
こ
の
流
域
に
惹
き
つ
け
ら

れ
た
理
由
と
し
て
、
都
心
に
近
い
利
便

性
を
有
し
つ
つ
半
島
と
い
う
奥
ま
っ
た

環
境
が
非
日
常
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
た
こ
と
や
、
四
季
折
々
の
風
情
や

旅
情
が
作
品
の
創
作
意
欲
に
つ
な
が
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

阿
鼻
叫
喚
の

狩
野
川
台
風
と
放
水
路

　

天
城
の
源
流
か
ら
狩
野
川
を
下
っ
て

く
る
と
、
修
善
寺
で
山
間
部
が
終
わ
り
、

開
け
た
平
野
部
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
変
化
す
る
箇
所
は
水
害
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の

取
材
と
は
別
に
狩
野
川
に
遊
び
に
来
た

時
に
、
川
の
傍
の
木
陰
に
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
い
る
石
碑
が
気
に
な
っ
て
し
か

た
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
川
系
男
子
の

勘
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
公

園
に
は
何
か
あ
る
と
直
感
的
に
感
じ
、

今
回
石
碑
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
ぎ
っ

し
り
と
書
か
れ
た
碑
文
に
こ
ん
な
一
節

が
あ
り
ま
し
た
。

「
堅
を
誇
る
修
善
寺
橋
も
そ
の
暴
圧
に

堪
ゆ
る
こ
と
を
得
ず
轟
然
陥
没
し
た
。

（
中
略
）
か
か
る
上
流
の
事
態
を
夢
想
だ

に
し
な
か
っ
た
熊
坂
の
夜
は
一
瞬
に
し

て
阿
鼻
叫
換
の
修
羅
地
獄
不
気
味
な
地

鳴
り
と
荒
れ
狂
う
波
の
底
に
沈
ん
だ
」

　

こ
の
場
所
こ
そ
が
戦
後
最
悪
と
言
わ

れ
た
水
害
の
一
つ
、
狩
野
川
台
風
（
１

９
５
８
年
［
昭
和
33
］
９
月
26
日
）
の
悲
惨
さ
を

後
世
に
伝
え
る
も
の
で
し
た
。
川
沿
い

の
公
園
に
は
、
災
害
の
爪
痕
を
物
語
る

災
害
伝
承
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

狩
野
川
台
風
の
被
害
と
狩
野
川
の
治

水
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
沼
津
河
川

国
道
事
務
所
調
査
課
の
土
屋
郁
夫
さ
ん
、

山
根
宏
之
さ
ん
、
鈴
木
康
之
さ
ん
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。

「
伊
豆
半
島
の
南
を
進
ん
だ
台
風
は
、

伊
豆
半
島
周
辺
の
海
上
を
進
み
、
台
風

の
左
側
に
位
置
し
た
天
城
山
周
辺
に
雨

雲
を
長
時
間
に
わ
た
り
送
り
込
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
天
城
山
に
降
っ
た
大
雨

は
狩
野
川
に
集
中
し
、
狩
野
川
の
多
く

の
場
所
で
氾
濫
し
、
死
者
・
行
方
不
明

者
８
５
３
人
と
い
う
大
き
な
被
害
を
出

し
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
『
狩
野
川

台
風
』
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

こ
の
狩
野
川
台
風
の
以
前
よ
り
狩
野

川
の
治
水
は
、
火
山
岩
質
で
ダ
ム
適
地

が
な
い
こ
と
か
ら
放
水
路
案
が
検
討
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
水
害
を
機
に
放
水
路

の
規
模
拡
大
の
方
針
と
な
り
、
放
水
路

計
画
を
一
気
に
推
し
進
め
ま
し
た
。

「
狩
野
川
台
風
の
際
、
多
く
の
場
所
で

11958年9月21日ごろ、グアム島に発生
した台風22号が9月26日に伊豆半島南端
を通過。死者・行方不明者853人、家屋の
全半壊・流出・浸水による被害6775戸とい
う被害をもたらした 提供：国土交通省 中部地方

整備局 沼津河川国道事務所　2国土交通省
中部地方整備局沼津河川国道事務所
調査課で課長を務める土屋郁夫さん（右）、
専門官の山根宏之さん（中）、水防調整係
長の鈴木康之さん（左）　3伊豆市狩野
川記念公園に建立されている狩野川台風
に関する水害伝承碑　4河口から18km
付近に設けられた狩野川放水路との分流
地点　5狩野川台風の洪水実績に鑑み、
計画流量を改訂して工事が進められた狩
野川放水路。狩野川台風以前の計画で
水路は2本だったが3本に改めた

1

23

4

5

川名の由来【狩野川】
川名の由来：狩に因むという狩猟説、焼畑・開墾地のカノ
（カノン）とする焼畑説、金（かな）川で製鉄に因むとする
製鉄説、古代の巨船の「枯野」に因む枯野説、狩野氏因
む本狩野（天城湯ヶ島町柿木）から流れる説など数多い。

狩野川 放水路
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浸
水
し
ま
し
た
の
で
、
本
川
に
負
荷
を

か
け
な
い
よ
う
に
、
伊
豆
半
島
の
く
び

れ
の
と
こ
ろ
に
三
つ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘

り
、
近
道
し
て
海
ま
で
導
く
『
狩
野
川

放
水
路
』
を
建
設
し
ま
し
た
（
１
９
６
５

年
完
成
）」

　

こ
れ
に
よ
り
狩
野
川
の
治
水
は
劇
的

に
改
善
さ
れ
、
大
水
害
は
そ
れ
以
降
起

こ
っ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
２
０
１
８

年
で
狩
野
川
台
風
か
ら
60
年
を
迎
え
、

小
学
生
を
招
い
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、

水
害
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
に

後
世
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

流
域
外
か
ら
水
を
引
く

　

狩
野
川
流
域
は
火
山
の
影
響
の
色
濃

い
地
形
・
地
質
を
も
つ
た
め
水
が
浸
透

し
や
す
く
、
年
間
３
５
０
０
～
４
５
０

０
㎜
と
い
う
豊
富
な
降
水
量
も
手
伝
っ

て
、
地
下
水
や
湧
き
水
が
多
い
地
域
で

す
。
そ
れ
を
活
用
し
た
わ
さ
び
の
生
産

も
盛
ん
で
、
わ
さ
び
漬
け
な
ど
は
伊
豆

半
島
の
特
産
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
山
に
規
定
さ
れ
る
川
で
も

あ
る
た
め
、
流
域
に
は
川
の
水
を
利
用

し
に
く
い
地
域
も
一
部
あ
り
ま
す
。
狩

野
川
の
下
流
で
合
流
す
る
黄
瀬
川
流
域

で
は
、
川
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
に
住
宅

や
農
地
が
あ
る
地
域
が
あ
り
川
の
水
を

利
用
し
に
く
い
た
め
、
こ
の
地
域
の

人
々
は
流
域
を
越
え
て
芦
ノ
湖
か
ら
水

を
引
い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
深ふ
か

良ら

用
水
（
箱
根
用
水
）」
で
す
。

　

深
良
用
水
の
水
利
用
に
つ
い
て
裾
野

市
役
所
行
政
課
の
原
邦
臣
さ
ん
と
山
田

隆
蔵
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
深
良
用
水
は
江
戸
時
代
（
１
６
７
０
年
）

に
完
成
し
た
歴
史
あ
る
用
水
路
で
す
。

今
な
お
現
役
で
約
５
０
０
ha
を
潤
し
て

い
ま
す
。
箱
根
山
系
の
芦
ノ
湖
の
水
を

１
２
８
０
m
の
素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
に

よ
り
引
い
て
き
て
い
ま
す
」

　

こ
の
用
水
路
、
２
市
２
町
で
静
岡
県

芦
湖
水
利
組
合
を
つ
く
り
、
主
要
な
受

益
地
で
あ
る
裾
野
市
が
中
心
に
管
理
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
現
場
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
流
域
を
越
え
て
箱

根
の
芦
ノ
湖
に
つ
く
と
、
深
良
用
水
の

ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

水
を
取
り
入
れ
、
山
中
を
少
し
ず
つ
下

っ
て
水
は
流
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。
流

域
の
外
か
ら
や
っ
て
く
る
水
の
流
れ
が

あ
る
こ
と
も
実
感
で
き
ま
し
た
。 

　

取
水
口
の
近
く
に
は
管
理
棟
が
あ
り
、

こ
こ
で
流
量
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
測

さ
れ
て
い
ま
す
。
年
に
二
度
、
ト
ン
ネ

ル
内
を
点
検
す
る
時
に
は
こ
こ
を
拠
点

と
し
て
、
水
の
番
人
（
水
配
人
）
は
前
の

日
か
ら
泊
ま
り
こ
む
そ
う
で
す
。
江
戸

時
代
か
ら
今
日
ま
で
世
代
を
越
え
て
毎

年
同
じ
管
理
を
続
け
る
こ
と
は
、
新
し

い
も
の
を
つ
く
る
よ
り
も
難
し
い
こ
と

で
、
誇
る
べ
き
遺
産
で
す
。
２
０
１
４

年
に
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
し
て

も
登
録
さ
れ
た
深
良
用
水
は
、
２
０
２

０
年
に
通
水
３
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
深
良
用
水
に
感
謝
し

た
お
祭
り
や
記
念
誌
の
発
行
を
予
定
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

地
下
水
と
川
は
表
裏
一
体

　

狩
野
川
流
域
は
南
北
に
細
長
い
形
を

し
て
い
ま
す
。
伊
豆
半
島
の
南
か
ら
北

に
向
か
っ
て
狩
野
川
本
川
、
富
士
山
の

麓
か
ら
南
に
向
か
っ
て
支
流
の
黄
瀬
川
、

そ
し
て
そ
の
中
央
部
に
三
島
市
が
あ
り

ま
す
。
三
島
市
を
含
む
一
帯
は
富
士
山

山
麓
か
ら
湧
き
出
す
湧
水
が
豊
富
で
、

『
三
島
湧
水
群
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
湧
水
を
源
流
に
も
つ
川
と
し
て
源

兵
衛
川
や
柿
田
川
が
あ
り
、
ま
ち
の
中

心
部
で
多
く
の
人
が
川
沿
い
で
涼
を
感

7芦ノ湖から狩野川流域へ農業用水を送る「深良
用水」の取水口　8 取水口から山を貫くトンネル
の入口。少し奥に素掘りの跡が見える　9 深良用
水は、最終的にはここで狩野川の支川・黄瀬川へ
流入する　10 裾野市役所総務部行政課の主
幹、原邦臣さん（右）と主事の山田隆蔵さん（左）

6

6伊豆市中伊豆地区の「わさ
び沢」。雨が多く緑豊かな伊豆
半島はわさびの栽培適地

7

8

9

10
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じ
た
り
、
水
浴
び
を
楽
し
ん
だ
り
で
き

る
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
島
の
湧

水
と
源
兵
衛
川
の
利
活
用
に
つ
い
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
三
島
の

渡
辺
豊
博
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
こ
の
豊
富
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
い

る
三
島
の
人
は
、
地
下
水
と
呼
ば
ず
に
、

『
地
下
川
』
と
呼
び
ま
す
。
で
す
か
ら
、

上
（
河
川
）
が
汚
れ
る
と
下
（
地
下
水
）
も

汚
れ
る
。
ど
ち
ら
も
表
裏
一
体
で
、
体

（
水
環
境
）
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
両

方
と
も
大
切
で
す
」

　

こ
の
源
兵
衛
川
、
今
で
こ
そ
湧
水
河

川
と
し
て
全
国
的
に
も
名
高
い
清
流
で

す
が
、
非
常
に
ゴ
ミ
が
多
か
っ
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。

「
ゴ
ミ
の
多
い
現
状
に
憂
え
た
数
名
が

中
心
と
な
り
市
民
団
体
を
つ
く
り
、
毎

週
１
・
５
㎞
の
川
を
３
年
間
ひ
た
す
ら

清
掃
活
動
を
続
け
ま
し
た
」

　

同
じ
区
間
を
清
掃
し
つ
づ
け
て
い
る

と
、
ゴ
ミ
が
一
切
な
く
な
り
見
た
目
に

も
き
れ
い
な
空
間
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

渡
辺
さ
ん
は
人
が
集
ま
る
秘
訣
と
し
て
、

「
右
手
に
ス
コ
ッ
プ
、
左
手
に
缶
ビ
ー

ル
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
言
い
ま
す
。

「
清
掃
に
一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
後
、

み
ん
な
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
ま
す
。
い
い

汗
を
か
き
、
こ
の
楽
し
み
が
あ
る
か
ら

続
き
、
続
け
て
い
る
と
き
れ
い
に
な
っ

て
い
く
過
程
で
地
域
の
人
か
ら
差
し
入

れ
が
あ
っ
た
り
、
川
の
勉
強
会
を
開
催

し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
た
り
人

が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
三
島

の
地
域
経
営
と
い
う
概
念
が
育
ま
れ
て

い
っ
た
の
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

住
民
主
体
で
１
２
０
回
も
の
源
兵
衛

川
の
川
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
、
行
政
と
一
緒
に
利
活
用
し
や

す
い
川
を
計
画
し
て
い
っ
た
の
も
成
果

の
一
つ
で
す
。
こ
の
短
い
湧
水
の
川
に

一
人
ひ
と
り
の
多
く
の
時
間
が
注
ぎ
込

ま
れ
て
今
の
風
景
が
つ
く
り
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

躍
動
す
る
プ
レ
ー
ト
上
の

狩
野
川
流
域
の
暮
ら
し

　

大
き
な
視
点
を
も
っ
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
地
殻
変
動
を
見
て
い
く
な
か
で
、

狩
野
川
流
域
の
人
々
の
暮
ら
し
や
築
か

れ
た
文
化
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

活
発
な
プ
レ
ー
ト
の
運
動
は
高
い

山
々
を
つ
く
り
出
し
、
そ
の
制
約
を
受

け
な
が
ら
狩
野
川
は
流
れ
ま
す
。
そ
の

制
約
が
狩
野
川
放
水
路
や
流
域
外
か
ら

水
を
引
い
て
く
る
深
良
用
水
を
つ
く
り

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
制
約
あ
る

地
形
は
天
城
路
の
よ
う
な
旅
人
や
文
人

を
魅
了
す
る
す
て
き
な
空
間
と
し
て
好

ま
れ
、
多
く
の
文
学
作
品
を
生
み
出
し
、

文
化
の
薫
る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。
表

層
の
川
だ
け
で
な
く
、
地
下
に
も
広
が

る
地
下
川
が
地
表
と
表
裏
一
体
と
な
っ

た
そ
の
証
が
ま
ち
の
な
か
を
流
れ
る
源

兵
衛
川
や
柿
田
川
沿
い
に
人
が
集
ま
る

風
景
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
な
お
動
き
つ
づ
け
る
プ
レ
ー
ト
運

動
は
、
狩
野
川
流
域
の
暮
ら
し
や
文
化

を
刻
み
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　
（
２
０
１
９
年
４
月
22
～
24
日
取
材
）

11富士山の伏流水を源とする柿田川。
水の色、透明度ともにすばらしい。この
先で狩野川に合流する　12 地域の
人たちの力で清流を取り戻した源兵衛
川　13 NPOグラウンドワーク三島で
専務理事と事務局長を兼務する渡辺
豊博さん。渡辺さんたち数人で始めた
清掃活動が地域の人たちを動かした　
14 人を惹きつける源兵衛川の河畔に
はこのようなカフェレストランもある

11

12

1314

狩野川右岸の河口にて




